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重イオン慣性核融合の燃料標的の爆縮には均一性が必要であるため,プッシャー材料に発泡金属

が検討されている.しかし,燃料標的の爆縮の際に,プラズマ化するプッシャー材料はWarm Dense 

Matter(WDM)と呼ばれる温度( )・密度( )の領域を通過する.WDM領域は状態

方程式がよく定義されておらず,物性が明らかにされていない. 

本研究は発泡金属のWDMを生成する際に,投入エネルギーを制御することで様々な温度・密度の

WDMを生成することを目的とする.また,爆縮過程においてプラズマ化した発泡金属の遷移過程を

評価する必要がある.したがって,実験装置に大強度パルスパワー発生装置ETIGO-II [1](~1 MV, 

~590kA, ~50ns)を使用し,爆縮を模擬する時間スケールでのWDM生成が期待されている. 

Figure 1にETIGO-II終端に設置されたチャンバー内のセットアップを示す.ETIGO-IIから発生した

パルスパワーによりCathodeから電子ビームが発生しAnodeに到達する.その際,ガラスキャピラリー

内に封入された発泡金属(Figure 2)が通電加熱されプラズマ化する.発泡金属両端に設置された抵抗

分圧器による電圧計測,ピックアップコイルによる電流計測で投入エネルギーを見積もる.また,電子

ビームの出力がCathode材料に依存すると推測し, Cathode材料にステンレス鋼,真鍮,アルミニウム

(Figure 3)を用いることで,発泡金属への投入エネルギーが制御できると予想した. 

本実験では,それぞれの電極材料を用いたときの投入エネルギーを比較し,制御性を確認する.ま

た,Cathode材料を変えることで爆縮時間スケール内での到達温度の異なるWDMを生成可能か検討

する. 

 
Figure 1 Experimental Setup for Input 

Energy Control using Electron Beam 

Diode.[1] 

 
Figure 2 Side and Front 

View of Foamed Metal 

Samples packed into Glass 

Capillary. 

 
Figure 3 Electrodes of Electron 

Beam Diode.  
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